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今回、交流ができたことは、とても貴重な

ことです。他校との交流があまり多くないな

ぎさっ子にとっては、思い出深い時間となっ

たにちがいありません。 

 いつか、壱 

岐を訪れるこ 

とがあって、 

再会できると 

いうこともある 

かもしれません。 

大切なつながり 

や絆に感謝した 

いと思います。 

いろんな立場や世界の人と 

共に生きる子どもです 
 これは、なぎさっ子の４つの柱の一つです。 

今年の修学旅行では、初めて壱岐市の小学校との

交流を行いました。壱岐市立石田小学校の６年生 

４４名との交流を通して、一時間半という短い時間

でしたが、実に多くの学びがありました。なぎさっ

子のよさに気づいたり、課題にも気づいたりして、

新鮮な発見がありました。修学旅行前から事前学習

で手紙のやり取りを行っていたため、石田小の子ど

もたちは、とても楽しみにしていたそうです。 

 花のアーチで迎えても 

らいました。第１印象は 

全体的に体格のいい児童 

が多いなということ。 

また、腕や足などの筋 

肉がしっかりついていて、 

運動に親しんでいる様子 

がうかがえました。 

まず、お互いに挨拶から始まり、次にグループに

分かれて広島のこと、壱岐のことを資料に基づいて 

説明をし合いました。よく調べていて、壱岐のこと

もわかりましたし、広島のこともしっかり聞いても

らいました。聞くときの姿勢や態度が立派で感心し

ました。石田小学校の中上校長先生からは、「なぎ

さっ子は、原稿を読まないで説明できるので、びっ

くりしました。プレゼンテーションの力がすばらし 

い。」と誉めてく 

ださいました。そ 

の後は、なぎさっ 

子からは、「海 

戦」というおにご 

っごを教えて一緒 

に楽しみました。 

石田小学校から

は、ドッチボールをしようということで、赤、白の

合同チームに分かれての試合は、白熱した展開にな

り、どちらも力いっぱい投げて取って、いい戦いぶ

りでした。あっという間に交流時間が終わりにな

り、とうとうお別れです。互いに声を掛け合う姿も

見られ、すっかりうちとけて仲良く話ができるよう

になりました。互いの良い点を見習いながら、これ

からもつながりが続きますようにと願いました。 

 日本には、およそ６５０万人の小学生がいます。 

あじさい 
6月から 7月にかけて開花し、白、

青、紫または赤色の萼（がく）が大きく

発達した装飾花をもつ。原産地は日本。 

花言葉は、辛抱強い愛情。教育に携わる

私たちにぴったりです。山棟西側にひっ

そりと咲いています。 

 

６月の生活目標 

○身なりを整えよう 

○雨の日は、静かに過ごそう 
 

校長通信 

壱岐の雄大な自

然や歴史、文化と

ともに、たくさん

の人々とのふれあ

いや交流を通し

て、また、１つ大

きく成長した６年

生でした。 


